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あなたとまちのコミュニケーション情報紙

広
報

tt0765-83-1100 朝日町役場 ・〒939-0793富山県下新川郡朝日町道下1133

~，J 
干 J

来春統合する南保小学校とあさひ野小学校との交流
会が5同11日、あさひ野小体育館で開催されました。
これは、統合までに児童力

されたもので、両校の全学年が参加し、学校の行事や
活動、校歌などを紹介し合いました。その後学年ごと
に分かれ、自己紹介やハンカチ落としなどのゲームを
行い、さっそく新しし叩友だちjとして笑顔を見せてい
ました。

両校は今後もさまざまな行事を通じて、交流を深め
る予定です。
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，
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町
の
財
政
状
況

新
エ
ネ
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ギ
ー
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れ
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み
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な
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さ
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の
美
術
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⑥ 広報あさひは資源保護のため再生紙を使用しています
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I ..?.t 
町民税
3万5,877円

固定資産税

5万7,887円

町
税
の
内
訳
と

負
担
状
況

（町
民

人

当

た
り

軽自動車税

2.967万円（99.7%)

町たばこ税
8,132万円
<ioo.oo/o) 

その他
1, 152円

軽自動車税
1,909円

町たばこ税
5,234円

予算額
15億8,581万円
（収納率%）

の報告
平成 15年度財政状況

条例により、町の財政状況を 1年に2回、町民のみなさんにお知らせすることに

なっています。今月号では、平成16年3月31日現在における平成15年度予算の執
行状況をお知らせします。

28 27 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

11 27f；意l,197万円（100.0%)地方交付税 公｛資資い2億816万円（100.0%)

15億8.581万円（97.8%）町税 民生°till 1億5.890万円~91.0o/q)

8億350万円c2.8%)11町債 ｜｜ 総務費 lH意3.92(i)万円（83.9%)

6億7斜5$万円（BL5%)l繰入金 ｜｜ 衛生資 l O億3994万円（7"7.4%)

教育費 8億930万円（64.6%)

諸支出金 Sf慧5.454万円（0.0%)

A 

唾！；） 農林水産業費 4億5.398万円（85.2%) 亀~
置 75億6,948方向

1億3.366万円（86.9%)使用料・手数料 土木賞 3億4.426万円（87.9%) 75億6.948万円置64fi意2,993万円 57億4.876万円

消防資

3億9.959万円(11… ｜地方開かl間町向万円（54飾）

(1)借入先別

［その他15憶3.410万円
(12.8%) 

町有財産の状況

目T債 の状 況
(2）目的別

区 分 金 額 構成比

一．般会計
唾 万円

60.9% 73 1,907 

総 務 ｛貢
埠

2 4.915 2.1 

社会福祉債 2.815 0.2 

保青所債
億

3 1,949 2.7 

農林水産業債 5 8.745 4.9 

土 木 ｛貫 28嘩2 401 I 23.5 

公営住宅償 2哩6,581 2.2 

j肖 防 ｛責 2,930 0.2 

教 育 i責
樟

14 716 I 11.7 

区 分 金 額 ｜構成比

災害復旧債 5,982万円｜｜ 053 

臨時財政特例恒等 10唾1,301 8.4 

その他事業債 5嘩3.572 I 4.5 

その他会計 45＇＇畢9.550 I 39.1 

山崎診療所 0.1 

簡易水道 0.5 

下 水 道 25哩8,959 I 21.6 

あさひ総合病院 20壇3688 I 16.9 

－＝霊童E・
（グラフの数値Iま予算額とそれに対する執行率（%）を褒しています）

園 田園岡田園 ． 
特別 会計

歳 入 歳 出

予算額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

国 保 ~ 言十 16億 134万円 14億4.666万円 90.3% 16億 134万円 13億1,730万円 82.3% 

老人保健医療会計 24億4,790万円 22｛意2,155方円 90.8% 24億4,790万円 22億9,716万円 93.8% 

号ロノ0 療 所
,c,. 
計 4,519万円 3,553万円 78.6% 4,519万円 3.687万円 81.6% Z3' 

簡 易 7］く 道 "j玄』 計 6, 197方円 4,776万円 77.1% 6.197万円 3,665方円 59.1% 

下 水 道
,c,. 
言十 7倦 629万円 3億2,606万円 46.2% 7｛意 629万円 4億 577万円 57.5% Z3' 

用 水
,c,. 
計 438万円 614万円 140.2% 438万円 353方円 80.6% z;: 

奨 h子~ 資 金 ~』' 言十 113万円 14万円 12.4% 113万円 56万円 49.6% 

土地 686,932m2 建物 89,700rrf 
有価証券 2億9,636万円
出資金 2億3,951万円

基金積立金
41億2.418万円

：＝~1“：｜ 
歳出

予算額 ｜支出 済額 ｜支出率

30億 347万円129億4,745万円｜ 98.1% 

21億2.833万円I11億7,249万円1 55.1% 

鼠調’

歳入

予聾額 ｜収入済額｜収入率

支 j 30億 347万円132億4.427万円｜ 108.0% 

支 122億9.261方円I13億3.851万円｜ 58.4% 

企業会計
（あさひ総合病院）

収益的収

資本的収

．自国



披
近
は
、
発
川
悦
述
上
倒
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
も
急
速
に
明
大
し
、
吹
川
介
全

体
で
み
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
増

大
し
て
い
ま
す
。
今
の
ぺ

l
ス
で
使

い
続
け
る
と
、
石
油
は
あ
と

ω年
ほ

ど
で
仙
制
す
る
吋
能
性
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
油
を
燃
焼
す
る
と
発
生

す
る
大
量
の
二
酸
化
炭
素
が
、
太
陽

か
ら
の
熱
を
地
球
に
封
じ
込
め
る
温

本
効
果
を
生
み
、
地
球
出
暖
化
の
原

川
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
地
球
規

棋
で
以
（
常
気
象
や
災
市
川
門
な
ど
を
引
き

起
こ
す
た
め
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
に

は
、
ま
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
搬
を
大
W

に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
今
ま
で
あ
ま

り
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
は
化
石
燃
料
の
よ
う

に
枯
渇
の
恐
れ
が
な
く
、
し
か
も
地

球
制
限
化
の
阿
囚
の

一
つ
と
な
る
こ

一宮
！

私
た
ち
が
住
む
国

・
日
本
。
そ
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支

え
て
い
る
の
は
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
大
部
分
を
海

外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
化
石
燃
料
の

使
用
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
、
地
球
温
隠
化
の
原

因
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
の
た
め
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
必
須
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

情
と
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈〉
膨
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

夜
に
な
れ
ば
照
明
を
つ
け
る
。
暑

け
れ
ば
エ
ア
コ
ン
を
入
れ
る
。
お
腹

が
す
い
た
ら
レ
ン
ジ
で
チ
ン
・
：
。
私

た
ち
の
生
活
は
、
ェ
、
ネ
ル
ギ
！
な
し

に
は
々
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
「
快
適

・

悦
利

・
収
か
｝
を
迫
ぶ
し
た
生
活
は
、

手
不
ル
ギ
ー
を
大
町
に
山
町
す
る
こ

酸
化
炭
ぷ
を
山
き
な
い
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

現
在
の
笑
用
化
段
階
に
あ
る
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
前
ぺ

l
ジ
表
の
よ

う
な
縄
矧
が
あ
り
ま
す
。

〈〉
朝
日
町
の
取
り
組
み

町
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

成給
15と
年 地
3球
月温
に暖
化
防
止
の
た
め

「朝

H
町
新
エ
ネ
ル

ギ
l
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
に
新
エ
、
不
ル
ギ

i
白川仰

が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
導
入
可

能
な
新
手
不
ル
ギ
l
は
何
か
、
な
ど

を
明
ら
か
に
し
、

向
然
関
境
に
や
さ

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
入

・
出
品
以
を

川
指
し
た
、

総
A
H

的

・
以
則
的
な
け
川

1lhi 
で
す。

町
で
は
町
民

そ
の
一
関
と
し
て
、

の
皆
さ
ん
が
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
誼
す
る
際
の
費
用
の

一

部
を
補
助
す
る
事
業
（
※
参
照
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
の
特

朝日町の新エネルギー導入施設

「らくちーのj風力発電施設（上）

と太陽光発電施設（下）

と
で
失
明
し
て
き
ま
し
た
。

ェ
、
ネ
ル
ギ
l
の
大
師
消
沈
が
始
ま

っ
た
の
は
、
政
栄
革
命
か
ら
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

1
0
0年
か

か
っ
て
消
費
し
て
い
た
エ
、
不
ル
ギ
ー

が
、
今
で
は
日
午
し
か
も
ち
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
先
進
凶
で
あ
る
わ
が
凶

川
本
も
、
断
い山什日出
4
仰
の
ェ
、
不
ル
ギ

｜
前
向
以
大
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た、

l
人
中
1
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

※ 
朝日町住宅用太陽光発電システム設置費補助事業の概要

［繍助の対象］

町内に住所を有し、自らが居住する住宅に太陽光発電シ

ステムを設置した方で、 NEF（財団法人新エネルギー財

団）から補助を受けた方

［町からの徳助額｝

前年度のNEFの補助金額となります。（平成16年度：：最

大出力（kW）×9万円）

ただし、最大出力が4kWを超えるものについては、
kWの金額が上限となります。

仲
川
を
巾
い
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に、

間
民
レ
ベ
ル
で
杭
極
的
に
取
り
組
も

う
と
い
う
も
の
で
す
。
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
は
、

い
く
つ
か
あ
る
新
エ

ネ
ル
ギ
l
の
中
で
も
、
効
率
や
経
消

性
な
ど
総
A
H
的
に
判
断
し
て
以
も
磁

れ
て
お
り
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
訟
及

と
新
エ
、
不
ル
ギ
l
の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

。
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
へ

今
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
と
、

一れ
油
な
ど
の
よ
う
に
消
貸
す
る
だ

け
、
と
思
わ
れ
が
ち
で
し
た
。
し
カ

し
、
今
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
私
た
ち
の

貨
で
い
え
ば
、
山
中
凶
の
お
よ
そ
5
倍

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

的
立
大
川
で
あ
る

一
万
、
そ
の
資
制

に
乏
し
く
、
ほ
と
ん
ど
を
海
外
か
ら

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、

G
油
を
は
じ
め
と
す
る
資
源

を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
に
大
き
く

・盟

十
化
石
さ
れ
な
い
安
定
し
た
、
か
つ
多

械
化
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
が
必

必
で
す
。

〈〉
化
石
燃
料
が
も
っ
問
題

現在、私たちが消費している

子不ルギーのほとんどは、石油

をはじめとする化石燃料です。

太陽光発電
シリコン半導体などん光が当たると電気が発生する現

然自

象を利用し、太陽の光エネルギーを直接電気に変える

無尽蔵で枯渇
太陽熱利用

太陽の熱エネルギーを集めて温水を作り、給湯や；令

工 がなく、二酸 暖房に使う
ネ

新 ル 化炭素を出さ 風力発電
風の力で風車を回し、その回転運動を発電機に伝え

ギ ない て電気を起こす
工

バイオマスエ アルコール発欝 ・光合成から得られる液体燃料、家畜の

ネ ネルギー m濯物のメタン発偉から得られる気体燃料などがある
Jレ サリ 廃棄物発電 ごみを焼却するときの熱で局温の蒸気を作り、その

ギ Jイクレ
今まで捨てて －熱利用 蒸気でタービンを回して発電する

いた資源や工 廃棄物燃料製
ヨこ ネルギーを有 1、会旦主

家庭から出る f燃えるごみjから固形燃料を作る
ネ

の jギレ 効に利用 未利用エネル 大気と河川水の温度差や工場から出るI排熱Jを利用

ギー する
種

類 の新利従来型
燃料電池 水素と酸素を化学反応させて、直接電気を発電する

化石燃料を使

用形態工ルネ
うが、よりク 天然ガスコージ工 発電機で~気を作るときに発生する冷却水や排気ガス

リーンで効率 ネレーション などの熱を、温水や蒸気のかたちで同時に利用する

ギ
が~ ＼~ ¥ クリーンエネ 電気自動車、ハイブリツド自動車、天然ガス自動車、

ルギー自動車 メタノール自動車のこと

4 

毎年度4月1日から11周30日まで
※補助対象など詳細は、役場まちづくり振興課までお問い

合わせください。

‘•1l/:t::t~~~，.，~ilm・

財団法人新エネルギー財団（NewEnergy Foundation) 

の略称で、新エネルギー、地域エネルギー、未利用エネル

ギ一利用のための調査・研究や、導入 普及のための各種

助成制度やイベン卜を実施している財団

［繍助の申請期間｝

身
近
に
あ
っ
て
、

引
分
た
ち
の
子
で

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考

え
る
べ
き
で
す
。

ζ
れ
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
兄
つ
め
な
お

し
、
何
日ハ
の
持
ら
し
の
山
中
で
し
っ
か

り
と
文
行
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
で

す
。
私
た
ち
は
、
子
ど
も
や
係
に
、

今
と
同
じ
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、

そ
し
て
今
と
変

わ
ら
ぬ
地
球
部
境
と
仰
け
川
の
’
H
然

を
残
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
小
さ
な

一

み
ん
な
で
実
行
す
れ
ば
大

き
な
カ
と
な
る
は
ず
で
す
。

歩
で
も
、

こ
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
自
宅
に

設
置
し
た
長
井
雄
成
さ
ん
（
桜
町
）

に
聞
き
ま
し
た
。

「
特
別
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
で
す
が
、
怜

M
l
H
J

・L
砂川、：

h
此
ヰ
マ
A
カ

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
と
、

業
者

が
P
R
に
来
た
の
が
偶
然
重
な
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
い
い
こ

と
で
す
の
で
、

思
い
切
っ
て
導
入

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

先
泣
も
行
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
神
入
か
ら
半
年
で
冬
黍
の
実

組
し
か
な
く
、

ま
だ
何
と
・
も
い
え

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
川
良
し
が
強

く
な
る

μ場
を
迎
え
る
の
で
、
ど

の
く
ら
い
発
屯
で
き
る
の
か
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
発
電
シ
ス
テ
ム
は
導
入
に

か
か
る
賀
川
が
大
き
い
の
で
、
制

助
制
度
が
も
っ
と
光
夫
し
て
、
川

内
の
多
く
の
家
一
胞
で
将
人
さ
れ
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。」

・ョー



キラキラいい顔

く一つ
．．．．．．． ヱヨl:lL......L...

R，、！，~

’‘回L
なかま芝ぢ且脳宣生直惑もゼ温

あ
な
た
に
届
け

ば
の
ト

水

島

志

麻

さ
ん
（
西
下
町
を

め

w
w
福

田

雅

子

さ

ん

（以

HU民
主

判
v
メ

折

谷

京

子

さ
ん
（
栄
町

・
左）

癒
し
の
風

4
月
に
開
催
さ
れ
た
あ
さ
ひ
桜
ま
つ
り

で
、
き
わ
や
か
な
音
色
で
聴
衆
を
引
き
つ

斗てが斗「。
;ioρe 一… 

清
水
葵
生
く
ん

旭
ヶ

E
の
滑
水
雄
大
・

香
織
さ
ん
夫
要
の
長
男

（
平
成
日
年
4
月
詑
日
生

横
田
潤
魅
ちゃん

清
水
町
の
横
田
潤
・

由
里
子
さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
日
年
9
月
mm
日
生
）

け
た
W
o
a
l
の
皆
さ
ん
。
和
楽
部
襲
荷

と
あ
っ
て
、
お
し
と
や
か
で
控
え
め
な
庁

た
ち
な
の
か
な
と
い
う
こ
ち
ら
の
先
人
搬

を
誼
す
、

太
陽
の
よ
う
に
明
る
い

3
人
で

す
。「
結
成
し
て
ち
ょ
う
ど
l
作
に
な
り
ま
す
。

制
H
川
山
身
の
万
に
戸
を
掛
け
て
い
た
だ

い
て
、
点
以
の
剛
一脚
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

い
川
炎
し
た
の
が
初
め
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
」
と
水
山
さ
ん
。

川
じ
山
巧
教
・
引
に
通
っ
て
い
た
の
が

3
人

が
山
会
っ
た
き
っ
か
け
。
「
年
齢
は
そ
れ
ぞ

れ
辿
う
ん
で
す
が
、
物
心
つ
い
た
と
き
か

ら
通
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
幼
な
じ
み
で

す
よ
｝
と
摘
出
さ
ん
は
言
い
ま
す
が
、
訴

囲
気
は
ま
さ
に
忠
の
あ
っ
た
一一
一姉
妹
の
よ

う
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
グ
ル
ー
プ
名
の

W
o
aー

と
は
、
さ
5
c
o『
2
0
9
一－
コ
∞
（
癒
し
の
風
）
の

文
宇
か
ら
取
っ
た
も
の
。
折
谷
さ
ん
は

「
そ
の
名
の
と
お
り
、
観
符
の
枠
さ
ん
を
婚

し
た
い
。
ま
た
、
持
さ
ん
の
和
楽
山
市
に
対

す
る
か
た
い
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
、
少
し

で
も
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
の
で
、
レ
バ
慨

に
生
の
一
副
突
を
聞
き
に
米
て
く
だ
さ
い
」

と
必
猷
的
に
訴
し
ま
す
。

す
で
に
川
例
以
上
ス
テ
ー
ジ
を
こ
な
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
常
に
初
、
む

を
忘
れ
な
い
で
演
奏
す
る
こ
と
が

W
o
a

l
の
モ
ッ
ト
ー
。
誌
を
迎
え
る
わ
が
町
に
、

優
し
い
癒
し
の
風
が
そ
よ
ぐ
予
感
が
し
ま

す
。

さわやかさん

.t_ 

2年1組は、元気で明るく、男女関係なく仲が良いクラ

スです。創立記念行事があったときも、捜業前や放課後に

自主的に練習をしたり、かけ声をかけ合ったりして協力す

ることができました。だから、これからもみんなで協力し

て活動を盛リ上げ、元気で明るくみんなと仲良くしていき

たいです。

r Great Students 35 J < 2年2組）
ー圃圃圃‘

f元気で明るい2年1組J(2年1組）
－－ーーーー一

・調

舞
子
さ
ん
（
中
道
下
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

私
の
拶
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
叫
山
は
、

肝川介山
叩
に
愛
さ
れ
る
附
を
々
え
た
り
、

必
段
れ
や
制
服
な
ど
を
考
え
て
み
ん

な
に
必
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

将
米
は
、
パ
リ
・
コ
レ
に
山
る
れ
名

な
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
な
り
た
い
で

す
。

岡野
村
千
尋
さ
ん

（下
山
新
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

私
の
夢
は
、
美
容
師
で
す
。

川
崎
出
は
テ
レ
ビ
で
夫
作
仰
の
人
が

カ
ッ
ト
や
メ
イ
ク
を
し
て
い
る
の
を

μて
か

っ
こ
い

い
な
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
だ
か
ら
私
も
そ
ん
な
人
に
な

り
た
い
な
と
川
ゃ
い
ま
し
た
。
本中
l
に

m
な
れ
る
か
は
わ

置
か
ら
な
い
け
ど

圃
夢
が
実
現
す
れ

晶
ば
い
い
な
と
思

川
い
ま
す
。

住
吉
祐
馬
く
ん
釜
山

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
少
は
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
ー
に
な

っ
て
、
試
行
で
点
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
る

こ
と
で
す
。
A
r
は
山
川
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
に
人
っ
て
い
ま
す
。
ド
リ
ブ
ル
は
川
町

き
だ
け
ど
、
守
備
が
山
T
で
、
す
ぐ
抜

か
れ
て
し
ま
う
の
で
も
っ
と
糾
門
し
て

β
謡

う

ま

く

な

り

た

向

い

で

す

。
中
小

主
に
な
っ
て
も

サ
ッ
カ
ー
を
が

ん
ば
り
た
い
で

す
。

柚
木
健
汰
く
ん

（幸
町
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
将
米
の
夢
は
、
外
国
で
人

を
助
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
前

脱
す
る
こ
と
で
す
。
人
の
役
に
い
以
つ

仕
引
が
川
舛
巾
で
で
き
る
な
ん
て
、

す
ご
く
か
っ
こ
い
い
と
思
う
か
ら
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
央
制
を
話
し
た

り
聞
い
た
り
す

る
勉
強
を
が
ん

ば
り
た
い
で

す
。

元
－
現
か
も
ら
え
る
仕
事
で
す

植木朗子さん（沼保）

一 l；肘あおの丘（入善町） 一一

2年2組は、個性あふれる元気いっぱいのクラスです。

4月に行われた創立記念行事 Iみんなでジ押ンプjでは、

学年1位になり団結力を深めることができました。

これからもお互いを認め合い、 一人ひとりの個性を生か

してより良い学級を作っていきたいです。

大
学
を
ギ
業
後
、
会
社
に
勤
め
て

い
ま
し
た
が
、
福
祉
に
関
す
る
仕
事

が
し
た
く
て
、

1
年
間
専
門
学
校
に

通
い
ま
し
た
。

んノ作
4
け
に
開
設
し
た
「
身
体
・知

的
仰
が
い
お
小
規
模
作
楽
所
仁
川
あ

お
の
任
」
を
2
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
と

も
に
辺
れ
し
て
い
ま
す
。
利
川
行
に

は、

地
ベ
の
文
化
や
刷
卜
を
生
か
し

た
作
品
の
製
作
や
似
必
、
さ
ら
に
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
泊
し
て
、
人
と

の
関
わ
り
、
就
労
、
交
流
が
で
き
る

場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
の
口
燃
は
、
こ
の
作
業
所
を
地

域
に
悠
山
積
し
た
場
所
と
し
て
、
利
用

者
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に

気
軽
に
寄
っ
て
も
ら
え
る
施
設
に
し

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
弘
た
ち
独
内

の
前
動
を
い
く
口
に

μえ
る
カ
タ
チ

と
し
て
践
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

今
、
お
楽
し
み
全
州
を
川
側
め
て
い
ま

す
。
中
身
は
ナ
イ
シ
ョ
で
す
が
、
利

川
行
の
り
同
ぶ
凱
が
児
た
い
で
す
。

忙
し
く
て
伐
逝
く
な
っ
た
り
し
ま

す
が
、
こ
の
仕
引
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
た
ち
に
ペ
気
を
も
ら
え
る
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
苫
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
友
人
と
会

っ
た
り
、
映
画
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
も

行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

臨調・



J凹閃③

投
稿
コ
ー
ナ
ー

旧
制
え
も
終
わ
り
、
外
で
は
カ
エ

ル
の
大
合
唱
。
も
う
す
ぐ
梅
雨
で
す

ね
。
う
っ
と
う
し
い
こ
ん
な
と
き
は
、

気
分
転
換
に

ハ
ガ
キ
に
絵
を
描
い
て

投
稿
コ
ー
ナ
ー
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
テ

l
マ
は

「今
、
私
が
ハ

マ
っ
て
い
る
も
の
」
で
す
。

お
菓
子
作
り
に
ハ
マ
っ
て
い
ま

す

。

（

p
．
N
龍
石
飛
雷
さ
ん
）

⑪
お
菓
子
を
作
る
の
は
と
て
も
難
し

い
そ
う
で
す
が
、
腕
前
の
ほ
ど
は
っ

ご
飯
と
王
子
焼
。
こ
れ
が
な
い
と

生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

（P

N
辻
原
り
お
さ
ん
）

＠
こ
れ
は
作
る
の
問
単
そ
う
。

で
は
最
後
に
こ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

気
に
な
る
あ
の
人
と
も
う
ち
ょ
っ

と
だ
り
近
づ
く
二
卜
で
し
ょ
ー
か
ね

え

っ

（

P

N
蜂
蜜
さ
ん
）

⑪
い
い
で
す
ね
え

1
0
青
春
し
て
い

る

p
．
N
蜂
蜜
き
ん
を
⑮
は
応
援
し

て
い
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
来
月
号
の
テ
ー
マ

は
「
『こ
れ
が
青
春
だ
』
と
思
う
こ
と
」

で
す
。

牛、R
d

A

町
時
：

r
p

ぃ
1
b
’
r
柑
出
時
か

川
河

州
制

止
川
削
除
豊
島
町
山
一

弘

m
w
M山
間
以

内

m

i
’
；

，
 

－

h
H
店
主
1
ゑ

F
』
』

k

d

t叩

M

W
d
w叩
M

E
L
H市
b
W

E
E

－－Apv
判
量
殺

町長のひとりごと

従来の不在者役票に替わる制度です。

ただし、投票開始日が選挙期日の公示日または告示日の翌日

からとなりましたのでご注意ください。

詳しくは、町選挙管理委員会（tt83・1100）までお問い合わ
せください。

·~~石飛苗（？）企ゆき

も
ち
ろ
ん
メ
l
ル
で
の
投
稿
や
ご

意
見
も
受
け
付
け
ま
す
。
ア
ド
レ
ス

は
一〈0
7
0
＠
5
gコ
ω印
m目
立
［
O
V益
ヨ
ω
旨

た
く
さ
ん
の
投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

没宗管理者tf
受理を決定した

ちのを開封

不在者没票管｝聖者
へ侵出し、外封筒

巴立会人ガ署名

－m〉
g
t
s
z
 

一四間州側
富
山
花
子

〈
不
（

外封筒ヘ入れ
選挙人ガ署名

駒田，

!! 

お量主燭所Cて
｝量察用紙への
記鍛

・調Aよさこいで元気にジャンプ

ン
l
虫
川
一

と
頗
を
真
っ
赤
に
カ
を
込
め
て
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

〔
交
通
安
全
〕

（

3
成
児
）

い
る
と
き

道
路
の
渡
り
万
の
交
通
指
、
引
を
し
て

A
〈ん

「み
ぎ
見
て
、

ひ
だ
り
兄
て
、
も

っ
か
い
み
ぎ
見
て
；
・あ
た
る
け
」

保有
仁

『あ
た
ら
な
い
で
下
さ
い
。
ゎ

・

た
・
る
で
す
よ
！
」

A
く
ん
『
あ
っ
、
ま
ち
が
え
た
i
」

少
し
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
た
川体
育
上
で
し
た
。

〔た
け
う
ま
〕

（

5
綴
児
）

た
け
う
ま
挑
戦
中
の
子
ど
も
た
ち
に

保
宵
士
が
来
っ
て
見
せ
て
：

出円
士

「ホ
ラ
、
こ
う
や
っ
て
乗
る
ん
だ

ょ
。
ジ
ャ
ン
プ
だ
っ
て
で
き
る
よ
」

M
E
ん｛
先
生
、
保
育
所
こ
わ
れ
る
』

慌
て
て
降
り
る
保
向
上
で
し
た
。

平成15年度朝日町情報公開条例に基づく実施状況

公文書開示
0 件

請求件数

公文書開示
O件

実施件数

相11lllf情報公開条例（平成13年

朝日lllf条例第 l号） 知23条の規定

に拡づき、 平成15年度における公

文書の開示の実施状況を次のとお

り公去します。

の
つ
ぶ
や
き

ちたもど

南
保
保
育
所
の
巻

〔
「
ハ
イ
」
は
2
回
？
）

私たちはf自然界jといかに付

き合うか一一行事を運営する関
係者等の皆さんが一番気にする

のは、天候だと思います。
晴天のもと、名誉町民大平山

諸氏の胸像を建立しました。大
正5年、荒川｜（今の上町）に誕生し
たさ平氏は、師範学校を卒業後、
教鞭を執りながら書の世界に進
まれました。師事した金子関平
氏から雅号f山祷jの命名を授か

り、その後上京。現在の近代詩
文書を確立し、国内外で活躍し

ておられます。Fでは平成11年
に名営町民に推戴しました。
そして、 平成14年文化功労者
の顕彰を機に、関係者が胸像建

立委員会を立ち上げ、除幕式・
記念懇親会を行いました。大平
氏の功績をたたえるとともに、
更なる活躍を祈ります。
第55回全悶植樹祭がf空と海
心をつなぐ森づくりJのテーマの
もと開催され、天皇皇后両陛下

が5種ずつの苗木と種子を植え
られました。私も植樹してきま
した。成長を見に行ける日を楽
しみにしています。

町では、 f境問所まつりJI城山
まつりjがl晴天となり、多くの来
場者で、賑わったとのこと。また、

伝統ある鹿嶋神社・稚児舞は、
3日が晴天、翌4日は雨のため
5日に行われました。関係者の
皆さんご苦労様でした。

皆さんは連句宅どう過ごされ
ましたか？「美味しい朝日米j
推進のため、田植えの時期を遅
らせていただいており、手持ち

ぶさたの方もおられたのではっ
しばらく晴天も続くとのこと。
例年以上の豊作を願っています。
今年は町制施行50周年のさま

ざまなイベントを実施しますの
で、多くの参加をお待ちしてい

ます。 (5月6日記）

3
歳
児
）

川広同士

｛
K
く
ん

カ
バ
ン
片
付
け
て

か
ら
遊
ぼ
う
ね
」

K
くん

「
ハ
イ
、
ハ
イ
」

似
一同士

「『
ハ
イ
」
は
1
阿
ね
」

K
くん

「ち
が
う
よ
。『
ハ
イ
』
は
2
阿

だ
よ
」

山
開
筒

k

「え
つ
つ
ど
う
してつ・」

K
く
ん
「
だ
っ
て
、
僕
が
決
め
た
ん
だ

も
ん
」

保一向上

「ハ
イ
、
ハ
イ
』

K
〈ん

「
先
生
違
う
よ
。『
ハ
イ
』
は
l

回
ね
l
」

〔
な
ぞ
な
ぞ
〕

（

4
歳
児
）

似
宵
上

「い

つ
も
泣
い
て
ば
か
り
い
る

虫
は
な
ー
ん
だ

っ
ヒ
ン
ト

、

ン
・
ン

・
虫
」

T
〈
ん
「

ハ
l
イ
。
わ
か
っ
た

l
！

制

8
叩
A
V
イ
ズ

〔問
題
〕

①
あ
さ
ひ
野
小
学
校
と
の
交
流
会
を

行
っ
た
の
は
つ

A
．
さ
み
さ
と
小
学
校

8
k
m

庄
小
学
校

C
出
保
小
学
校

②
4
月

μ
口
の
あ
さ
ひ
わ
ん
ぱ
く
遊
び

サ
ー
ク
ル
で
使
っ
た
の
は
何
の
化
つ
－

A
．
パ
ラ

B
タ
ン
ポ
ポ

c．
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

〔
応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
筈
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
占
い
て
6
月
日
国
側

（中！
日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
ま
ち
づ

く
り
娠
興
課
企
川
情
報
係

｛干

ω・0

7
9
3
朝
日
町
道
．
卜
1
1
3
3）
へ

お
送
り
く
だ
さ
い
。
抽
選
で

3
名
に

凶
持
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
先

川
口
の
中
l
退
行
は

p
．
N
川川
ιjさ
ん
、

小
制作
や
す
子
さ
ん
、

P

N

K
さ
ん

に
決
ま
り
ま
し
た
。

.. 



届けて〈躍さω
窃怨たの戸を

あ
さ
ひ
総
合
病
院
脳
神
経
外
科

大
森
友
明
部
長

医療の現場から

お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

今
年
も
「
や
ま
び
こ
通
行
出
」

紙
を
広
惚
あ
さ
ひ
6
月
号
と

一
緒
に

み
な
さ
ん
の
お
古
に
お
附
け
い
た
し

ま
し
た
。
川
政
に
つ
い
て
川
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
記
入
し
、

2

つ
に
折
っ
て
ノ
リ
付
け
し
た
後
、
ポ

ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
切
子
を

は
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
や
ま
び
こ
通
信
」
で
市
せ
ら
れ
た

怠
比
は
、
川
長
が
す
べ
て
円
を
辿
し
、

担
当
者
に
そ
の
対
泌
を
指
ぶ
し
ま
す
。

指
示
を
受
け
た
担
当
者
は
内
容
を
十

分
に
調
査

・
検
討
し
、
可
能
な
も
の

の
用

日コD

~!ID-凪7 90

事耳目町長 持

’......い
－・ト・・・・4損》》φ，Nゆ－調凶・，．．守・・ ． 

側ll町辺ト 1133 

一＝…日…朝
日
町
の
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

採
用
職
種

・
予
定
人
員

マ一

般
事
務
（
上
級
）

務
下
約

マ
保
育
士

若
丁
名

受
験
資
格

マ一

般
事
務

附
和
臼
作
4
灯
2
日
以
降
に
ルー

ま
れ
た
人
で
、
4
年
制
大
乍
を
一
小

業
ま
た
は
米
作
3
川
卒
業
見
込
み

の
人
マ
保
育
士

昭
和
田
作
4
H
2
1
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
有
士
の
資
栴
を

有
す
る
か
来
年
3
月
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人

そ
の
他
の
要
件

一
般
事
務
及
び
保
笥
上
は
、
町

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
か
学
業

の
た
め
伝
川
し
て
い
る
人

脳卒中と高血圧
脳神経外科が高血圧につい

て書くのはおかしいと、違和

感を覚える方もおられると思

いますが、実は大きく関連し

ています。

か
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
対
応
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

便
り
を
寄
せ
た
方
に
お
知
ら
せ
し
て

f
併
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
小
で
み
な
さ
ん
に
ん
仏

く
凶
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
ハ
仏
報

あ
さ
ひ
の
小
で
も
制
介
し
て
い
き
ま

す
。私
た
ち
の
川
を
以
く
し
、
打
て
て

い
く
の
は
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の

必
叫
ん
で
す
。
あ
な
た
か
ら
の
お
削
り

を
お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
政
策
課
秘
書
政
策
係

（岱
役
場
内
線
2
1
2）

採
用
時
期

半
成
げ
年
4
月

試
験
日

・
試
験
会
場

マ
一
般
事
務

11誌

’占f

111 
：仁
%iマ
日 J-J
苛；lI 
学円
校（円）

・

i
欠
試
験

・

2
次
ぷ
験

仰
け
川
役
場
9
月
卜
旬

マ
保
育
士

・
l
次
試
験

9
円
叩
け
川

県
立
・福
山
中
市
川
等
学
校

・
2
次
試
験

け
月
上
旬

明
日
町
役
場

受
付
期
間

マ

一
般
事
務

7 6 
月月
30 14 
日 H
（舘（丹）
まま
でで

マ
保
育
士

詳
し
く
は
、
総
務
政
策
謀
人
下

係（
宮
役
期
的
綿
2
1
5）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高血圧を放置した結果、脳

卒中で後遺障害を残し、一家

の大黒柱や大事な家事の担い

手を失い、 精神的にも経済的

にも一変する家庭を毎月のよ

うに見ます。

高血圧が原因であることの

多い脳出血は、人口に比し高

率で発症しており、また、減

少もしていません。

また、脳梗塞の1番のリス

クフアクター（危険因子）は

高血圧で、次に糖尿病、高脂

血症、喫煙が続きます。脳梗

塞の外来では、全国的に抗血

小板剤、降圧剤、高脂血症剤

がよく使われます。症状がな

いからと高血圧を放置すれ

ば、同級生より阜く働けなく

なってしまいます。

朝日町民は、他の市町村よ

り高血圧に関心が薄く、放置

・郵便局長杯ゲートポール大会

5自国多目的広場 8 30～ 
・第51回下新川郡民体育大会

6日目～27日目 郡内各会場

・下新川郡中学春季大会

6日目～13日但）郡内各会場 8・30～
・第24田町老逮ゲートボール大会
17日同 多目的広場 8 30～ 

・新川地区中掌バスケットボール大会

18日店舗サンリーナ 9 00～ 

・町民コルフ大会

20自由棚山ゴルフ倶楽部 8: 30～ 

・スポ少ジュニアサッカー交流大会

26日同多目的広場 9:00～ 
・三目T町長杯野球大会
27日目～ 小丸山グラウンド

・町民バドミントン大会

27日目サンリーナ 8: 30～ 
・町民卓球大会

27日（日サンリーナ 8 30～ 

※日程は変更になる場合があります。

朝
日
室
内
テ
ニ
ス
大
会
シ
ン
グ
ル
ス

（2
／
お
第
2
体
育
室）

v
l
位
川
上
勝
之

2
位
取
牒
亮
刊

第
叩
田
町
卓
球
選
手
権
大
会

（3
／

ア
サ
ン
リ
ー
ナ）

V
ダ
ブ
ル
ス
l
似
水
野
治
辺
・
出
水

附
弘
山肌

2
悦ぃ仏
川
一
川
・
市
小
山

一
ト以

組
V
シ
ン
グ
ル
ス
1
川
1
位
内
向
和

人

2
仙
佐
川
王
秋

3
位
木
山

一

友
、
広
川
徹
V
同
2
m
l
位
藤
川
健

司

2
似
水
野
泊
迫

3
位
消
水
降

弘
V
阿

3
部
1
杭
加
納
相
手

2
杭

佐
渡
釘
太
朗

3
悦
谷
朔
太

お
別
れ
ミ
ニ
パ
ス
大
会

（3
／
7
サ

ン
リ
l
ナ
）

V
5
年
生
以
下
の
部
マ
女
子
l
似
あ

さ
ひ
野

3
位
制
U
パ
ワ
l
キ
ツ
ズ

マ
引
f
2位
制
川
パ
ワ
l
キ
ツ
ズ

第
科
目
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会

（3
／
凶
サ
ン
リ
l
ナ
）

V
引
f
l似
パ
向
山
体
協

2
似
山

2
．
似
体
協
V
久
子
l
似
的
2
似
体
協

2
的
自
的
体
協

2
0
0
4富
山
ス
キ
l
マ
ス
タ
ー
ズ

大
会

（3
／
は
山
田
村
）

V
男
子
日
成
以
上
l
位
山
本
光
大

神
通
川
マ
ラ
ソ
ン

（3
／
引
富
山
市
）

V
男
子
ハ

i
フ
マ
切
歳
以
上
の
部
1

位
林
消
唯
V
女
子
印
刷
マ

ω歳
以
上

の
部
l
悦
脱
出
英
子

6月のスポーツ

8: 10～ 

6月議会の
日程が決まりました

6月9自体）
提案理由説明、

細部説明、質疑

・14日伺）
代表質問

~園

第
川
崎
田
両
越
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
（3
／
初
、
引
サ
ン
リ
｜
ナ
）

V
男
子
1
位
朝
H
中
V
優
秀
選
手
マ

猶
井
大
和
、

岡
本
皐
馬

第
位
田
ス
プ
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（3
／
引
入
善
町
）

v
k
f
3位
制
川
中

春
季
富
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

（3
／
幻
富
山
市
）

V

一
般山
川
松
山
f
9
M
3
机
下
川
知川桁

第
叩
回
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ビ
ー
チ
ボ

ー
ル
選
手
権
愛
知
大
会

（3
／
幻
、

お
愛
知
県
）

V
女
子
A
ク
ラ
ス
1
位
ビ
ー
カ
ー
ブ
l

第

μ
回
春
季
ゲ
l
h
ホ
lル
大
会

（4
／
9
多
目
的
広
場
）

－
似
下
野

2
位
横
中
小

第
臼
田
県
柔
道
大
会
（4
／
刊
砺
波
市
）

v
k
f
マ
位
同
級
1
位
取
美
郷
マ
幻

同
級
2
杭
越
山
桁
符

北
日
本
新
聞
社
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会

（4
／
げ
棚
山
コ
ル
フ
倶
楽
部
）

2
似
ト
八
久
似
山
勝
利

3
ι
M
．h
杭
白
川

第
ア
回
ス
プ
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
ビ
l
チ
ボ

ー
ル
大
会
（4
／
引

inサ
ン
リ
l
ナ）

V
山
下
マ

フ
リ

1
1
似

n
．
w
．
0

2
位
的
マ

ω歳
以
上
］
九M
T
ニ
似

2
位
ジ
ゴ
ロ
V
女
子
マ
フ
リ
l
l位

朝
H
ク
ラ
ブ

2
位
V
R
N
U
S
マ

ω歳
以
よ

1
位
大
家
ほ
ス
マ
イ
ル

2
位
ト
ン
ボ
パ

l
ト
2
V
混
合
l
位

2
位
た
ま

の
り

9 00～ 

15日ω
一般質問

16目的
常任委員会

21日伺）
委員長報告、討論、採決

17目。j<:)
常任委員会

議会の傍聴のお問い合わせは、
議会事務局（fi役場内線331）へ

している方が多いように見受

けられます。症状がないから

と高血圧を放置せず、普段か

ら関心を持ち、近医や循環器

科に通院し、若いうちからコ

ントロールして下さい。

これには家族はもちろん、

高血圧でない住民も、 I高血
圧を放置してはいけな~¥jと

いう意識改革が必要です。... 



園園’

伝統の舞が舎年も
一宮崎地区で稚児舞一

豊漁豊作と家内安全を祈願する町無形文佑財の稚

児舞が5月3日と5目、宮崎地区で行われました。
男の吾は跡巻きに紋付姿で、槍を手に勇壮な「槍

踊りJ；を、女の吾は花がさに紫の振祖姿で、扇を手
に華やかなI扇舞いjを家々の前で踊りました。
かつては、 7歳の菩どもが踊り手だったこの稚児
舞。少ミ子化の影響により、舎年は親が同地区出身の

女の吾2人力f加わり、小学2年から4年生までの男
女14人のミ子供たちが参加。2日間にわたり宮崎地

区の約150軒を回りました。

郷土の誇りを後世に
一名誉町民 ・大平胸像建立ー

平成14年に文化功労者に推戴された町出身の書

家で包室町民の大平山溝氏をたたえ、 JR泊駅前
に胸像を建立し5月3目、隙幕式が行われました。
出席した約180人の前で山漬氏、魚津町長、山

濡氏の孫計8人で除幕しました。山濠氏は「舎の
私があるのもこの町に青った力、らこそ。これ力、ら

も書に励んでいきたい。Jと語りました。
乙の胸像は高さ2mのブロンズ製で、日展評議
委員で彫刻家の善本秀作氏（福野町）の制作による

ものです。

272人が活躍を誓いました
ースポーツ少年団総合入図式一

町内のスポーツ少年団入図式が4月25日、サ
ンリーナで開催され、出席した272人の児童が活
躍を誓いました。

柔道や野球、バスケットボールなど10団体が

入場行進を行った後、鹿田スポーツ少年団本部長

が児童を激励しました。続いて、各国の代表がチ

ーム紹介と今年1年の目標を発表し、団員を代表

してサンフラワーズスポーツ少年団の水野敬くん

(6年）が「努力して自分の力を高めたいJと醤いの
言葉を述べました。

．．． 

さき年の山の安全を祈願
一切山まつりが開催一

城山の山開きとしてI開山まつりjが4月25目、
切山山頂で開催されました。山頂にある脇吾八幡

宮奥富での神事で玉ぐしをささげて山の安全を祈

願した後、訪れた家族連れなど約100人がゲーム

などを楽しみました。

会場では、参加者が山の幸がふんだんに入った

大鍋を昧わったり、 0×クイズを楽しみました。
また大声大会も催され、参加した小学生らは、山

頂のさわやかな空気を患いっきり眠い込んで、大

声をマイクにぶつけていました。

チューリップで絵を描きました
ーあさひわんぱく遊びサークルスター卜一

児童が地域での絞外活動を通して、豊かな創造性

や人間性を養う機会を提供しようと、あさひわんぱ

く遊びサークルが4月24日から始まりました。
親予連れら約40人が集まったこの日の活動は、
舟川新の農家、 山崎久夫さん方の畑で摘んだチュー

リップの花をケースの中に並べて絵を描こうという

もの。予どもたちは、歓声をあげながらイル力や国

頗などの絵を、さまざまな色の花をまじえて完成さ

せました。完成した給はこの後、隣のショッピンク

センターアス力で3日間展示されました。

Ne~s .~Topics 
企画情報係では、あなたの回りの身近な話題を待っています。

~83・ 1100 内線142へ

境関所の歴史と文化をPR
一境関所まつり開催一

かつて加賀藩最大の関所があった境地区の地鴎文化

の振興と交流を図ろうと4月25目、境関所まつりが
「関の館Jで開催され、多くの来傷者でにぎわいました。
施設内に設けられたステージでは、地元の成年会、

保育所の児童や歪能保在会が、地区に伝わる郷土芸能

をt~露しました。 また、新潟県蕎海町からも、よさこ

いや和太鼓のグループが力強いステージを繰り広げ、

会場は大いに盛り上がりました。

施設の外では、特産昂販売や屋台などが並び、来場

者は聴かい蓄の日を楽しんでいました。

tm園



一
目くらしの情報室

・ Li~’uI LIVlll<) 

健康インフオメーシヨン
問い合わせ：保健センター n83-3309 ※／.~J I l帳持参

事 業 名 月 日 ~』:;; 場
（対象者等） 受付時間

6JJ4 I I・ll口－

健康体操教室 1811・25「｜
保健センター

(,(j'; "i！行｝ L 、ずれも（~）

9:30～ 

6JJ4ll・lllJ・ 

1811・2511
保健センター

L寸えれも（金）

9:30～l I :30 

健康相談
( j'li淡抗守l行） 6 J J I 11・81]

*;.i'12'.1):1Wllは保健センター I 511 ・22日・29日 老人福祉センター
で公伎十II，淡 し、ずれも（火）

J 3:30～15:00 

6JJ911（ノ）＜）
基幹集孫センター

13:30~ 15 •00 

心の健康相談
6JJ711・2Jfl 

~~r-r-rn:', L、ずれもu-n 新川！？：生センター
します＇(tt52-264 7) 13・：OO～14:00
ほうti:＆；人の十ll談ち受けます；

女性の健康相談
11f.迎合llt't!lI 

（川 1 3 ・ 30～ 1 5 •00
新川厚生センター

身体的 ・ fi'i~l l的悩みの判I~

子育て相談 6JJ2211 （火）
保健センター

rr-m全般にIYJする例談） 9・：oo～l1.00 

4か月児健診※ 6JJ221 I （火）
｛存舵センター

(16{!'2) l’J：.まれ） 13•00~ 13 30 

9～10か月児健診※ 6) 11611 （！ね
保健センター

(I 5liユSJ1、9Jl’hまれ｝ 9:30～l 0•00 

3歳児健診※ 6Jl2411（本）
保健センター

(12"1・12Jl、J3if I J-11'.まれ) 13:00～13:30 

0絡級住民健康診断 ・ 基本健康~査の日程は、平成1 6年度保健カレンダー
をご覧ください。

O来受診者健診の個別のご案内はありませんので、受診される方は当日直
銭ご釆i易ください。

・国’

。人をいつくしみ 0人を理解し o人をいたわり ο人を愛し o人を信ずる

ごのゆが社会福鎚ののである。

社会福祉協議会だより

ふくし＠怠； 羽白町役会福祉協議会は、みなさんとともに絶滅の福祉向上を
目指す民聞社会信祉団体です。

《以下の業務も行っています》

朝日町ボランティアセンター ・日本赤十字社朝日町分区

－朝日町善意銀行 ・朝日町民生委員児童委員協議会

．共同募金会朝日町支会

事務所 あさひ福祉センター内
ft83-0576 四83-1589

白
菜
と
き
の
こ
の

ボ
ン
酢
あ
え

・収入（入ったお盆）

計29,387干円 単位：千円

平成15年度朝日町社会福祉協議会の事業報告・決算報告
朝日町社会福祉協議会の平成15年度事業報告・決軍報告が、 5月24日の評議員会で承認されました。

共同努金配分金2,625

ドl主E e・e・－ ・・ ………………・0・0・… 一•• ・200g 

まいたけ ー…...・ H ・H ・H ・.....・ H ・－…………・ IOOg 

きざみ昆イti －・・・・・0・0・..・..・・・・ー……...・H ・－－…－－－－－－・少：，t

ポン併しょうゆ 一........………....・ e・－・・ー 大さじ l

みりん … ...... ……ー……・・ 大さじ l

術助1量・助成盆 14,755 

受奨金4,022

。地区社協活動縫進事業の展開

( 10旭区）

。ふれあいのまちづくり事業の推進

．福祉総合相談事業

・ふれあいのまちづくり委員会の開

催

。介護予防 ・笠活豆援（町）受託事業

．ふれあい ーいきいきサロン

．車いす移送車の貨出し

－家族介護者のつどい

。共同募金事業

・社会福祉大会の開催

－広報「ふくしの窓jの掲載

．ボランティア交流事業

－ひとりぐらし高齢者への会食及び

配食サービス

・出前福祉講座

・歳末たすけあい運動

．福祉機器の賞出し

・福祉ガイドの発行

。ボランティアセンター活動事業

①白菜はi刺携した似でゆで、長さ 5cm ・ 1~M I . 5cm 

の長さに切る。まいたけはほぐしてゆでる。

②①の白菜とまいたけを絞り、きざみ昆布を出ぜ

る。

③組熱がとれたら、ポン酢しょうゆとみりんであ

える。

6月の休日救急診療当番医諮甥～午後間

6日（日） 煩東病院 ft83-2299 

13日（日） 橘 医 院 n82-0791 

20日（日） 中川医院 H82-0120 

27日（日） 寺 崎 医院 H82-1118 

H83-1160 第2・第4土曜日は外来休診（試行）です。急患は夜間 ・休日を問わず、 24時間いつでも受け付けします。0あさひ総合病院

．支出（使ったお盆）

計29,387千円 単位：千円

－ボランティア登録、相談、あっせん

．ボランティア活動保険の加入促進

（登録数個人808、31団体725'8)

・情報誌［ハー トフル朝日Jの発行

．町内孝校ボランティア活動推進、

問成

－ボランティアの集い

・ボランティアグループの青成、簡成

・ボランティア賛成、育成講座

（保喬ボランティア、病院ポランテ

ふれあい・いきいきサロン
（木曜サロン）

高齢者の方が対象ですが、 どな

たでもお誘いあわせのうえ気軽に

おいでください。

とき 6月10目的

午前9時30分から11時30分

ところ あさひ福祉センター広間

内容 折り紙、七夕飾り、 お茶会

ィアなど）

0生活福祉資金活用の推進
。善意銀行の活用事業の推進

（預託：浄財54件物昂アi牛）

0共同募金運動の実施

。日本赤十害社業務の推進

。民生委員兜童委員協議会業務の縫

進

ぜhありがり
~ あたたかい忘

ω朝日町善意銀行（4月118～5月10日）
• J.IF・，！!]ff とく名さんから硬貨

618円

‘’辻宕ill奇 安達陛下さんから
30,0001斗

・以点都 ill田浩平さんから放郷朝

I i町の補祉と活性化を願って

3,000円

tE闇
， このページは、 一部共同募金の配分金で発行されています。



くらしの情報室

11 rivinq’nf () 1 oo 1i vn 
なかよし広場・赤ちゃん広湯
～子育て支擢センターに集まれ～

持l（でふれあい遊びゃ誕生会など

をして楽しく迎びましょう。

［なかよし広場］

「幼児困の友だちと遊ぼうJ

日時 6} l 1511(1<} 

午前l011与～lI l昨30分

（交付 911キ30分～）

i易PIT tfiて支mセンター
対象 保行所人l済白Ifの l歳以上のお

fさんヒご是正儀

｛赤ちゃん広崎］

指導 U)J派ft1li

日時 6) 12411（本）

’1・・1'1iilOI時～lI 時30分

（’支付 91侍30分～）

t易所 {-(fてぷUzセンター
対象 I J控ぶ i1~~ の乳児と送<fj弘法び灯

作品A

·~細島建
年金だより

～6月支払い分から

年金額が改定になります～

,,,,1~1ド令やj’，（'t＝.年金などの公的年

副長＇~主到に嘩三重~... ~jrl 

・向陽町団地一－ 1戸
・旭ヶ圧団地一一 O戸

公募期間

6rJ1 H～6Ji 15円午後5U寺まで
（ただし、 1・ ..口・休日は｜徐く）

入開質的やf-ir込方法等の詳しいお

問L、介せは役場産業主ll設課剖Idi 

JI・副係まで

II&・

：金制度｛ま、自ij'rfの物価iの変動に合わ：

：せて自動的に年金額を改定する物価 ：

：スライド制がとられていますw

物価は平成1I if以降下泌が続いて ；

L、ますが、 、内£12 '.fl立から、ドJi)<1411: : 

：度の年金額についてはり例mwtを実施：

；

y
 

すで

会

J

機

問
用
月

t
雇

等

代
女
均

F
男
6
f
 

、司、

男女雇用機会均等法に関する

ご相談は

富山労働局雇用均等室

富山市桜橋通り2-25

朝日町立φ央図書簡（n83-0574) 

して引き下If~».·iえ ji'll、てきました。

平成16-1'1'度の，，1：令筒！は本米であれ：

ぱ、物倒スライドのiJl.(*i'Iにより加え：

白いた過去3,,r分の1.7%と手成15: 
"r分の物価指数のF治分0.3%を合わ：
jせたマイナス2.0%の改定になるとこ： 対象 ひきこもりや白閉傾向などの

新しい本
an  
恋なんて、少し不幸ぐらいがちょう

どいい 唯JII恵

f異邦Jの扉に還る時 島田荘司

最後のアジアパー伝 鴨志田穣他

関川の記憶 邑原義三郎他編：ろですが、年金で’｜：治をはむ向齢行： llllw:lで悩んでいる家族

：への影響に配胤し、、，~成 l5｛ド分の物： 日程

：価指数の下務分のみのマイナス0.3%:

：の改定となります。

＊改定後の年盆額

~ I同 1持 4
｜老躍的

797.( 

1 ..........金（
996.: 

｜一金（
797 ( 

~ I齢蹴年金（ニ

月～］ ［平成16~手4月～］

794,500円
ーー＋

)00円 (62,500門）

1級） 993, 100円
・田”

300円 (63,200同）

2級） 794,500円

)00円 （ム2,500内）

子1人） 1,023.100円
ー＿，・

1,026.300円 （ム3,200円）

児童手当現況届
現夜、児官民下勺を受給している人：

：はf児童手当現況J11iJ をft!II＼する必要：

小室等： ヨ｜越しの朝、男に振られた。東

西原理恵吾：京・蒲田 下町でも山の手でもない、

：なぜか肌にしっくり芯じむ町。元ヒ

武田京ラ：モが居候、 語り合うは、議病のヤク

林雄司：ザに、痴漢のkさん。いろいろある

青木新門：けど、逃げない、娼びない、イジケ

jない、それが「私j、蒲田流。おかし
江よ剛：くて、じんわりl印に；1c1みる傑作短篇

内田康夫：集。

室

刈一鰍
f一家
日比一一等
4一lJ
tr一一u
g一こ
一き
一ひJ一

6月2日(7.IQ 1 1月10目。1.IQ

7月7日。ω 12月1日(I.IQ

8月48(7.IQ 平成17年1月5日(7.IQ

9月 1 目。•.IQ 2月2日制

10月 6 目。~ 3月2日制

夫というもの

許してガリレオ！

とやま祭りガイド

渡辺淳一

ゲツツ板谷

北日本新聞社刊

イスラーム主義とは向か

教制醤が危ない

判断力

大原和夫

入江曜号

奥村宕

人生を肯定するもの、それが音楽

：時間 午後2時～30130分

：湯所 新川/fl.＇七センター できるかなV3

－問い合わせ 新川厚生センター 生き方を迷ってしまう女たち

• !.l.l.~11 rli!/11！切祈343 （宮52-2647)

危険物安全週間
死ぬ力、と思った5

転笠回廊

位置g
復醤総会

イタリア幻想曲

［危険物
ゆるむ心の
帯しめてj

期間 6月6日～6月12日まで

－真葛ケ原の決闘 津田ふじラ

－漬曳遁兵衛 逢服剛

：へのへの夢二 久也光彦

：さくら伝説 なかにし礼

：臨場 慣山秀夫

＝憶を護れ！ 新室冬樹． 
1ポンドの悲しみ 石田衣良

：廃帝 森翼沙菩

：ついてくる 吉村達也

本の紹介
イ
ツ
、ソ

オ
ン

, I 話f
秋ト

尚 子 l
ヘ著4

ト才イ~
うf・！貝

このill!動は、危険物に関する知諸 女ホット家人情報交 平成J6i('6月分

!Ir聖
求 人 民浸 定鈴

賃金 杭IUI所 Fiil 求人 語号轟号 。t町’ I’』 除 日 人招

漁
20才～ 錫宮崎

1971541 50才 250.000 日夜他

2 フロ ン トIR 不問 140.000～ 鋪．銅山 2020441 営業事務長 180,000 倦

3 製造－ 25才～ 152.000-
問穴J:B:

2040041 （表面処理 ） 30才 172.000 日誌~
4 湯 ｝事 40才～ 130.000～ 甥．渇ノ泊 4 2069241 

65? 150.000 : 他鰯
一 －

5 製品選別妓土～50才 160.000 日続織.IUJ 3 2130841 

6 コンクリート 1.200 配更 1969041 ！庄送工 不局 ｛跨閣総）
ー

7 クリ一一ング 20才～
700～750 fij 2083041 

店舗受付 50才 (8奇問給｝ 他

8 ゴルフ湯内
18才～ 1.100～1.300 倒 4踊山 10 2150741 キャデイ業務 40才 ｛阿間総） 他

フ；； 650～800 i 0土ij，日東草野 3 2235141 65才 （時r.'llill 祝飽

10 1工スナナイシャンI45才～ 650～800 銅烈0野
『 3 2236041 

アシスタントI65方 （時間鎗｝ 土日祝

：が~ります。 受給行にはJ己人用紙を：の作発と i11H止を凶ることを II 的に実

：送付しますので、指定のJUI11まで捉：施されるものです。

：出してくださL、 ： なお、 IDf11'1 事業所及び一般家嵯に

詳しくは、役均lllfl~ふくし誕地域・おいても、ガソリン ・ 灯油咋の危険

福祉係 ｛公役場内線135）まで。 －物のlti：版 ・lfilり扱いには、 l分il:立

してください。

町の工事発注状況（500万円以上）
一このコーナーはlllfがffiH：したものをtbl・I成していますー（H16.4 1～4.30) 

1: ·1~ r, 

c~料水産物力u r悩，；＇.！＂；~.:i.~. ：：w~ l：’II 

~ /'f名 ，涼れ

少qi Ji 
i・UlO。仰）｜｛釘）不歯止設備 c~ I 

~ ..:l .'l! or求人情報一覧表Jもご利用くださL、。なお、すでに採JtJ済みの場合らありますのでご7ii:ください。
O詳しいことは、魚津公共総業安定所 tt24-0365へお問い合わせくださし、

6月の告種相際
〈相談は無料です〉

1日開 悩みごと相談
13:00-16:00 福祉センター

2自体） 年金相談
10:00～15:00 役i易会招室

法律相談（要予知el83-0576)

8日（川
裁判所出張調停相談

介護 ・保健相談

子育て・教育相談

13:00～16:00 福祉センター

9日（制 年金相談
10:00～15:00 役場金璃霊

悩みごと相談

15日ω家庭児童相談
行政相談 ・人権相談

13:00-16:00 福祉センター

包 日ω悩みごと相談
13:00～16:00 福祉センター

幻自体）
年金相談

10:00～15:00 役湯会拐室

29日閃 悩みごと相談
13:00～16:00 福祉センター

園教育相談（教育センター）

受け付け時間 （月.7)<.木曜日）

9:00～1 6 ' 00 fi82-1 000 

． 子育て相談（保健センター）

受け付け時間 （月～金曜日）

8:30～17:00 ft83-1920 

6月のガソリンスタンド休日当番店

6日（印 あさひ野農協IH83-1135 

13日（日） 朝日石油 ft82-0661 

20日（日） 大谷石油 ft82-0703 

27日（印 小川石油 ft83-3033 

交通事故発生状況調
4月末現在（ ）内は前年同月比

人身司匹敵

件主」竺よ旦主

県 内~~矧 1~休明2会
入逗詞 55件 。人 81人I2制
管内 （ー－4lI （土0)I (+1) I (+1) 

羽田町 I<1~~ I （~合） お ｜ ~~~ 



置図’

［町の人口］ 平即時間1日現在

人口 15,527人（611)

男 7,305人（610)

女 8,222人（ム 1)

世帝数 5, 120師（＋ 2) 

~＂ 
．お問い合わせ
朝日町役場まちづくり娠典課
企画情報係
〒939・0793朝日町道下1133
n 83-1100 FA×83-1109 
．ホームページ
http ://www. town .asahi. 
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 

ない、みKAtJ情報 告
n83-3700 日時 毎月第2'1ミ眼目

～2004あなたを待っている人がいます～ ・

お待たせしました！！

.『怠怠L・~細制6周6団（団）Jt~...側
、－ 新鮮・安全 ・信頼をモットーに6月よリ「なないろ！γ月市jがスタートします
I 1電車 今回は、 5月に設立した2益事組合法人「食彩あさひj‘ h習 が出店しますので、ぜひご来店下さい。
~ 場所なないろ KAN内もぎたて館 ((( 

期間 6周から10月までの毎週日曜日

時間午前8時30分から午前9時30分まで

《販売品》各種野菜、山菜、押し寿し、おはぎ、 米菓子、塩干物、

練り製品、漬け物、お花、ハーブ加工品、おこわ等

6日（日）は無料鍋をふるまいます。（先着300名様）

富山県警察官

試験区分 響詩書官A、次：件．控察官A

受験資格 昭和149年4月2LI以降に：

水墨画教室

午後 ！ 時30分～ 311－~

：場所 生誕学習館

no 
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講
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申

日本画教室
~1: まれた者で、大学（短期大学を除： 初めての人から経験者まで日本画

く）卒業者または平成17年3月に学：を学んでみませんか。

業見込みの者もしくは県人事委抗会： 日時 毎月第2・3・4上曜日

県立富山商業両校 ：料盆 ) 15.0001'1 

※汗しくは、近くの交番、駐在所ま・ 申し込み ・問い合わせ

たは人ft曾察手守（合72-0110）まで・ it'IM宅 cn65-0009l

お問J~、合わせくださ L 、

がlnJ等の資絡があると認める者－

受付期間 6月8rl（＇｝（）まで
6月の営業

好評！！

ランチバイキング開催中！！
（土・日・祝日のみ）

第1次試験 7月iI H（円）休館日…lH、8円、 15H、2211、

2911 

夜間休業…7H、14LI、2111、2811

〈最新情報はホームページにて）http://www.asahimachi.com/nanairo/index.html 

～坐 μ らくち～の情報 n82・0990 ～人と社会をささえるチカラ～

6月の予定 （10日附は休館日です） 裁判所事務官E種

・フォトコンテスト開催！！・

テーマ「動物Jおもしろ写真やかわい
い写真などドシドシご応募下さい。

締切 6同20日目郵送またはフ

ロントにてご応募下さい。

その他 カラー ・白黒、サイズ問わず。

グランプリには賞品をプレセでノト！！

受験資格 昭和58年4月2「｜から11(:1: 
女毎週土曜日は 『土曜市』

第1週は閃料理

第2週は魚料理

第3週は野菜料理

第4週は天ぷら料理

がお得です

和62句＇4J-JI日までに全まれた者

受付期間 7月12「｜仰）～7fl2011('}():

第1次試験 9月ll日（刊

※詳しくは、富山地方裁判所事務局・

総務課入場第一係｛宮076-421-

6131）までお問い合わせくださL、

政判所ホームページ （http://www.

cou「ts.go.jp／） もご貫ください。アゼリアホール情報 ft83-2000 

コスモス園ボランテイア
JOH開催予定のコスモス闘聞きに

向け、整地・苗値えを行います。

日時 6円6「I(日午前8時

場所 笹川＝毛主任コスモス国

（現地！具合）

作業内容 整地、コスモス1'u従iえ
持参品 市下、移柄ゴテなど

※小雨決行

・6月13日（日） タンスパーティー
時間／13:00～16:00 有料 主催／黒部社交ダンス同好会

・6同18日（金）～20日（日）
二人展（池原昇 上沢正一） ～心が和む｛細と風景画～

時間／9:00～18:00

・6月27日（日） タンスパーティー
有料 主催／奈良部

ト
本
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時

瑚
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・
ト
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：講師 i河川恵美氏

くらしの情報室~ I 
Lrivi119 lllf （）『町b• liv11 I 

トーテムボール製作講習会
琉木や間伐材を使って、家肢をテー

：マにトーテムポールを作りませんかっ

この講習会で製作された作品は、

: 7月241:1. 251Jに宇奈川ダムでIJH催

：される「全11'1傘と湖に税しむつどしリ

：の会場で展示されます。J家紋そろ

：ってぜひ参加くださし、

：日時 6H26LJ(十j 午後l11.'j 

：場所 サンリーナ

：参加費 無料（ただし、幣備するもの

－は追って述絡）

：※詳しくは、黒部川水のフェスティ

： パJレ実行委員会lj ~務局（n54-500I) 

：までお問い合わせくださL、

] ~.：~ ~τ . .._ 
． 富山県障害者妓能競妓大会
．とやまアビリンピック2004
：とき 7月2711(刈

：ところ

午前ga寺30分～午後211.'f30分

富山地域職業訓練センター

：競技種目 ワードプロセッサ一、炎

：計算、縫製（知的附得者対象）

：問い合わせ 7;t;(L（！日間自首技能競技

：大会実行委民会・Jl務J.. ) 

: n076-442 -2050 

日山地万法務局魚津支局では、

商業 ・法人登記事務を屯子情報処

理組織（コンピュータシステム）

により取り扱う登記所の指定を受

け、コンピュータ処J!P,による事務

の取り扱いのIm始を予定していま
す。

これにより、従来の商業 ・法人

登記榔のJlrt本 ・ 抄~に代えて登記

市立i説明日？を、また、代表者の資

桁征｜リIr!Jに代えて代表者$項証明

書をそれぞれ交付し、登記簿閲覧

制度廃止に伴う代替措也として登

記事項要約8を交付します。

また、 同時に、商業 ・法人登記

の登記情報交換による登記事項証

明書交付事務取り扱いの開始、イ

ンターネットによる暗記情報提供

サーピスの開始も予定しています。

詳しくは、釘山地方法務J,H{ltl!

支局にお尋ねくださし、。

（宮22-0461)
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『愛犬とのびととき』（19州：）
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納月3人目誕生おめでとうございます

高（女）牲：代絞

じ
ゃ
れ
あ
い
を
求
め
て
い
る
子
犬

に
、
母
と
ず
た
ち
が
潟
か
い
ま
な
ざ

し
を
向
け
て
い
る
様
子
が
い
か
に
も

ほ
ほ
え
ま
し
い
。
こ
の
母
は
マ
リ
ア

で
、
そ
っ
と
千
を
添
え
て
ひ
ざ
の
卜

に
い
る
幼
児
は
イ
エ
ス
。
背
に
立
っ

て
い
る
の
は
い
と
こ
の
ヨ
ハ
ネ
で
あ

る
。川別

川
川
の
川
家
に
化
－
一
ま
れ
た
仙
川

万
は
、
ハ
父
は
淑
人
、
収
父
は
州
家
と

い
う
邸
境
に
行
っ
た
。
は
此
か
ら
彫

刻
家
に
な
る
こ
と
を
ぶ
し
、
一
日
川
附
仁

作一五
一日同
校
を
卒
業
し
、
束
し
烈
尖
術
学
校

で
彫
刻
を
学
ん
で
い
る
。
お
歳
の
時

に
友
人
の
ま
じ
め
な
生
活
態
度
に
感

化
さ
れ
、
洗
礼
を
受
け
た
。
以
来
敬

皮
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
、
平
成

凶
作
に

1
0
0政
で
亡
く
な
る
ま
で
、

開
代
け
か
ら
の
題
材
を
彫
刻
作
品
の
ド

な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
作
り
続
け
た
。

こ
の
「
愛
犬
と
の
ひ
と
と
き
」
も

制
約
州
仁
川
の
ル
カ
似
の
却
ー
は
で
の

lllf 長JI;4/17 

t~ lllf 

人汚lllf

'B~ 
おしあわせに

天j麻

茂

a当！； 

人，:i::111r寛
，
＋’

日E

明

野

縞

場
面
か
ら
泊
想
さ
れ
て
い
る
。
本
来

の
キ
リ
ス
ト
教
の
間
像
で
は
、
こ
の

子
犬
は
7J

下
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
約
束
事
に
は
と

ら
わ
れ
な
い
で
、
山
例
代
人
の
殺
々
に

も
索
前
に
則
解
の
で
き
る

一
家
川
ら

ん
の
ひ
と
と
き
の
財
耐
と
し
て
、

f

h

火
と
付

f
の
必
愛
に
揃
ち
た
心
の
い
父

微
を
い火
山
制
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
作
家
の
機
知
に
山
ん
だ
イ
マ
ジ
、
不

l
シ
ヨ
ン
の
力
が
い
か
ん
な
く
発
附

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
吋

f
の

f
犬
を

見
る
優
し
い
ま
な
ざ
し
に
よ
っ
て

「神
は
愛
な
り
』
と
い
う
尚
一
聞
を
伝
え

た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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を

大

芙

ごめいふく

消（79)

屯

友

内

川！； 

湾問

水(96) あ"'1佐渡

広
報
の
び
ど
り
ご
p

－

V
突
然
で
す
が
問
題
で
す
。
近
頃
よ
く
見

る
記
号

「＠
」
o
M
と
読
む
で
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
よ
く
綬
場
す
る
よ
う
に

な
っ
た
ぷ
り
で
す
V
答
え
は
も
ち
ろ
ん

”
ア
ッ
ト
マ
l
ク“
。
パ
ソ
コ
ン
や
剛
山
川W

U
訓
で
の
U
fメ
l
ル
の
あ
て
先
に
仙
わ

れ
ま
す
が
、
本
米
は
尚
川川
の
巾
酬
を
uu
火ぷ

す
る
も
の
で
す
。
ほ
ん
の
す
）

ω午
前
ま

で
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

の
犯
行
の
認
知
肢
の
尚
ま
り
は
、
そ
の
ま

ま

『l
T
社
会
』
の
仏
が
り
を
ぶ
わ
し
て

い
る
気
が
し
ま
す
V
し
か
し
、

l
T
の
分

野
は
刷
誌
や
妓
術
な
ど
惨
り
会
わ
り
が
激

し
く
、
つ
い
て
い
け
な
い
と
思
う
人
も
多

い
の
で
は
つ
そ
う
い
え
ば
、
段
近
ま
で

使
わ
れ
た
「
間
報
化
社
会
」
と
い
う
J
楽

を
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
V
さ
て
、
知
2

問
。「
・l
T
』
と
い
う
パ
柴
は
川
午
後
に

も
妓
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
つ
・
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